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                                       　　兵庫県保険医協会  新点数２次研究会  ご案内

「新点数Ｑ＆Ａ－レセプトの記載」

地域医療貢献加算、同一建物居住者の訪問診療料、

入院患者の外来受診の請求、明細書の発行等の疑義解釈は？

        日　 時　４月２５日 ( 日 )　午後２時～４時
　 　会　 場　兵庫県農業会館 11 階ホール　（ＪＲ・阪神元町駅南へ徒歩７分）

　 　参加費　2,000 円　( 保団連「新点数Ｑ＆Ａ－レセプトの記載」冊子代 )

　　　　　※冊子不要の場合は参加費無料、冊子のみの注文も受け付けます。送料別。

 

　今回の改定は全体でプラス 0.19％と「10 年ぶりのプラス改定」とされていますが、先発医薬品の追

加引き下げ分 600 億円を改定財源に含まず、実際の改定率は 0.03％で実質ゼロ改定となっています。

　さらに、診療所再診料の２点引き下げ、急性期入院医療等への配分等により、診療科によっては大

幅なマイナス改定になることも懸念されます。また、「地域医療貢献加算・明細書発行体制加算」、「入

院中の患者の他医療機関受診」や同一建物居住者の場合の「訪問診療料」の算定など現段階でも不明

な点も多く、協会への問い合わせも数多く寄せられています。

　そこで、協会研究部では、今回も新点数の疑義解釈、レセプト記載の変更点等について２次研究会

を開催することにしました。ふるってご参加下さい。

　なお、参加ご希望の場合は、準備の都合上事前にお申し込み下さい。

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは、　TEL/078-393-1803　まで

申し込みＦＡＸ　078-393-1802

新点数２次研究会　参加申込書　(4/25)
　

　医療機関名   　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　参加人数 　　　　　　　　　人

　市区郡名　　　　　　 　 　　電話　 　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　  　　　　　　

　※冊子のみ注文　　　　　　　　　　冊　( 担当者名　　　　　　　)

　特集『点数表改定のポイント』（2010 年４月発行）

　診療報酬改定の内容について外来から入院まで詳細にまとめています。

　主要な項目の届出様式、わかりやすい各種図表、施設基準等の届出に

関する事項なども掲載。

　会員医療機関には無料で１部お送りしています。追加ご希望の場合は、

１部 2,000 円で頒布します。

　お問合せ・ご注文は、協会事務局（TEL：078-393-1803）まで。

 

尼崎社保協が街頭宣伝を実施

　尼崎社会保障推進協議会は、3 月 20 日に阪神
尼崎駅前で国保料引き下げを求める街頭宣伝を実
施し、9 人が参加した。「県下一高い国保料の引
き下げを」との呼びかけに、「年金から強制天引
きは許せない」「退職したら国保になったが減免
制度を使っても保険料が高くて苦しい」と次々と
署名に応じ、約 1 時間で 90 筆の署名が集まった。
　尼崎市では高すぎる国保料のために滞納世帯を
多く生み、特に子育て世代の滞納が深刻となって
いる。市は国保料滞納世帯にたいし、国保証の取
り上げ、医療機関で医療費の全額を負担する「資

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格証明書」を発行しているが、全日本民医連の調
査では、2009 年の 1 年間に国保料が払えなかったなどの理由で病院に通えず死亡した人が
全国で 33 人いたと報告されており、同市でも受診控えが危惧されている。
　署名では国庫負担の引き上げ、減免制度の拡充など求めている。
　同会は今後、この間続けてきた後期高齢者医療制度廃止を求める街頭宣伝と交互に行って
いくほか、４月１０日に国保問題の学習会を開催する予定 (3 面参照 )。

高すぎる国保料の引き下げを！

患者負担軽減の署名に

　　　　ご協力ください！

　協会では、患者負担の軽減、後期高齢者医療制度

の即時廃止を求める新署名を３月からスタートして

います。会員の先生方には署名、リーフレット、ポ

スターを順次発送しています。

　医院の受付、待合室などでぜひご活用ください！

　

　 ※追加のご注文は、TEL：078-393-1807 まで。

阪神尼崎駅前での署名行動の様子
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月曜日　　予防できる病気はワクチンで予防しよう

火曜日　　歯周病と全身の健康との深い関係

水曜日　　女性に多い膠原病 ( こうげんびょう )

木曜日　　検診で乳がんを早期発見しよう

金土日　　のどがつまった感じ

通話料無料　（0120）979-451

健康情報テレホンサービス

※テレホンサービスは、協会の

ホームページでもご覧いただけま

す。既放送分も掲載しています。

　　　http://www.hhk.jp/

＜４月のテーマ＞

アスベスト被害の責任を認めよ！

尼崎アスベストの会

　ー「5.30 クボタ包囲人間の鎖行動」の準備始まる

　「クボタショック」から５年となる６月２９日を前に、尼崎アスベストの会は、加害企業クボタ

の責任と、国の不作為を広く訴えようと、クボタ旧神崎工場を包囲する「５・30 クボタ包囲人間

の鎖行動」を計画し準備をすすめている。実行委員会（実行委員長は船越正信尼崎アスベストの会

代表）は２月に発足。

　包囲行動は５月３０日（日）午後２時から、尼崎市内、浜小学校東の西川公園（ＪＲ尼崎駅から

北東へ徒歩８分）で出発集会のあと、旧クボタ神崎工場の包囲デモを予定している。

　アスベスト被害者の救済・認定は「石綿被害救済法」や労災保険法により１万１千人を超えたが、

認定されていない被害者ははるかに多いと言われ、ピークとなる平成 40 年には９万人から 10 万

人の発症が予測されており、公害史上前例のない甚大な被害が予想される。

　アスベストの会はこの５年間、訪問調査や検診、相談活動等を通じて被害者の掘り起こしと救済

に取り組み、３次にわたる裁判提訴で国・加害企業クボタの責任を明確にし、真の被害者救済を実

現する運動をすすめてきた。

　実行委員会は、８００人の参加を目指し、医療団体、労組、市民団体、団地自治会等への案内や、

当日の企画を検討している。

「国民健康保険学習会」
～国保制度をくわしく知り、署名活動に取り組もう！～

日　時　　４月１０日（土）　午後２時～４時

会　場　　労働福祉会館小ホール

参加費　　無料

主　催　　尼崎社会保障推進協議会　（尼崎医療生協内　榎並　TEL/6436-9500）

○ 尼崎支部の会員数と組織率
　　3/19 現在　医科 382 人（83.2％）、歯科 129 人（50.2％）　

○ 医療をめぐる情勢と運動対策
　　診療報酬改定、後期高齢者医療制度、新署名運動対策等について意見交換した。

○ 当面の支部活動
　　3 月 26 日 ( 金 )14：00 ～労働福祉会館にて診療報酬改定研究会、3 月 31 日 ( 水 )
　　13：30 ～金楽寺住宅集会室にて健康教室 ( 健康と医療について語り合う会 )、
　　5 月 8 日 ( 土 )14：30 ～中小企業センターにて職員接遇研修会を開催予定。

○ 次回の幹事会
　　4 月 23 日 ( 金 )20 時から大島・「海舟」で開催予定。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせは℡ 078-393-1803 長澤まで

3 月 19 日（金） 於 塚口・遠山　参加：8 人

第435回　幹事会だより

講　師　　三重県立短期大学准教授　　長友　薫輝　先生

県立塚口病院の存続と充実の運動を支援するチャリティー美術展

日　程　　４月１７日（土）～１８日（日）　11 時～ 18 時

会　場　　アートスペース IPPO（尼崎市口田中 1 丁目）

連絡先　　太陽の子保育園（TEL/6494-5035）

金　珉　　日本画展　のご案内

（きむ　みん）
日本画家
京都芸術大学卒業
京都芸術大学講師
韓国出身。尼崎市在住

売上の一部は、存続と充実を求める会に寄付されます。

院内にチラシ、ポスター、DMハガキをおいていただけるようでしたら、

下記連絡先までご連絡ください。


